

















バウハウス叢書7ヴ ァルター ・グロピウス著 宮島久雄訳
『バウハウス工房の新製品』 中央公論美術出版,1991年7月
バウハウス叢書が,約 半世紀の時を越 え









当バウハウス叢書 は,ヴ ァルター ・グロ
ピウスとラースロ ・モホ リ=ナ ギの共 同編
集によって1920年代後半に ミュンヘ ンのア
ルベル ト・ランゲン出版社から刊行 された。























































































































のデザ インか らの取 り組みが再開 され,バ
ウハウスはいよい よ外部の産業活動 との結
び付 きを積極的に推進 し始めるのであ る。





イス ター:W.グ ロピウス,技 術 マ イス
ター:R.ヴ ァイデ ンガー,1924年度工 房
指導:M.プ ロイヤー),金属工房(形 態
マイス ター:L.モホ リeナ ギ;技 術マ イ
スター:Chr.デル),織物工房(形 態マイ
ス ター:G.ム ッへ,技 術マイスター:H.
ベ ルナー)そ して 陶器工房(形 態マ イス
ター:G.マ ルクス,技 術マ イスター:M.
グレハ ン,1924年度原型工房の指導:0。
リンディッヒ,Th.ボー グ ラー)と いった
4工房の活動の成果であり,そ の公式作品





て,そ の生成の実相や妥当性 を再吟味 して
いく上で本書 はこの うえもない資料集であ
る。
また,両 訳書 には,新 バウハウス叢書の
編集者H.M.ヴ ィングラーのあとが きと
註釈(第7巻 にはハ インツ ・シュピールマ
ンの新版註釈が加わる),そ してさらには
翻訳者の宮 島久雄氏のあ とがきとして 『モ
ン ドリアンの画風の確立 と芸術論の展開亅
と 『初期バウハウス生産工房の活動』がそ
れぞれ収録 されている。そ してこれ らの諸
論評や諸論文 は,バ ウハ ウス研究へのす ぐ
れた最新の手引きともなっている。
(藪亨 大阪芸術大学)
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